
 

● お守りいただく内容の種類を、次の図記号で区分し説明しています。

（火災の恐れがあります）

（雨水の浸入による機器での感電・火災や家財の破損の恐れがあります）
（けがをすることがあります）

（雨水の浸入により天井を濡らす原因、圧力損失による換気不足の要因になります）

（風量低下や異音発生の原因となります）

極端な曲げ 多数の曲げ ダクト径の縮小

（火災の恐れがあります）

（感電、漏電の原因になることがあります）

（火災や感電、けがの原因になります）

（新鮮な空気が取入れられず、室内が酸欠状態になる恐れがあります）

（漏電した場合は発火することがあります）

（接続に不備があると火災の恐れがあります）

（落下によりけがをすることがあります）

（故障や漏電のときに感電することがあります）

VF-H75CW1
VF-H120CW1

 



 

単位（ｍｍ） 単位（ｍｍ）

　
　 　

システム図

リビング

台所

ホール

和室

wc

浴室 洗面所

玄関

注 意

必ずお客様にお渡し
ください。

 
 



 

取付け前の準備

■本体吸込口（増設用）を
   使用する場合、キャップ
   をカッターで切り離して
   ご使用ください。

■切断時、中の樹脂部品
   まで切らないように、
   注意してください。

本体吸込口φ１００
（増設用）

キャップ

キャップ

本体吸込口φ５０
（増設用）

取付金具
（クッションゴム付）

ネジ
①　２ヶ所のネジをはずし
　　取付金具をはずします。

②　取付金具の位置を変更
　　しネジで固定（２ヶ所）
　　します。

■　本体取付け寸法を参照して
　　梁、根太に平座金、座付ネジ
　 （付属部品）で固定します。

梁、根太

取付金具
（クッションゴム付）

平座金

座付ネジ

梁、根太

平座金

座付ネジ

取付金具
（クッションゴム付）

 30
1ｍ

ｍ 339
ｍｍ

　

　 　

注 意

①　梁、根太に木造吊金具をハンマーで打ち込み
      市販の木ネジ、釘で固定します。

②　木造吊金具に寸切ボルトをナットで固定します。

③　本体が水平になるように寸切ボルトに取付け
　　ナット、座付ナット、クッションゴムにて固
　　定します。

木造吊金具を使用した吊りによる場合では
取付け寸法をご確認ください。

※　VF-H120CW1も同じ要領で本体を固定します。

梁、根太

ハンマー

木造吊金具

木造吊金具

①

木造吊金具

寸切ボルト

ナット

②③
寸切ボルト

座付ナット

クッションゴム

座付ナット

ナット

VF-H75CW1

★３０１ｍｍ

★３３９ｍｍ

本体 取付け寸法
（寸切ボルトピッチ寸法）

　 　 　

　

　 　

 



 

■保守点検のため必ず点検口を 設けてください。
  （点検口４５０□推奨）

■点検スペースには梁などの障害物のない場所へ
   設置してください。

■　点検口は本体中央の真下に設けてくだ
　  さい。

点検口450□

梁、根太

点検パネル

点検スペース

VF-H75CW1

〔点検口位置について〕

点検 口450□

VF-H75CW1
※　VF-H120CW1も同じ要領で点検口を
　　設けてください。

　 　

注 意

■配線工事は、電気設備技術基準や内線規定にしたがって
　安全・確実に行ってください。

○換気ケーブルは、ボックスカバーをはずし、ゴムブッシ
　ングを貫通してコントロール基板のコネクターに差込み、
　コントロールカバーをもと戻します。

本体回路図 IVφ1.6mmにて結線
してください

専用の換気ケーブルにて
結線してください

電源
AC100V　50/60Hz

VVFφ1.6mm2芯にて
結線してください

本体配線

制御基板

モータ

ヒューズ
５Ａ

メンテナンス
スイッチ

アース

風量可変コントローラ

モータ中継ケーブル

メンテナンススイッチケーブル

化粧カバー

プレート

ツマミ

換気ケーブル

六角レンチ
（付属部品）

風量可変コントローラの接続

 　VF-H75CW1　  　VF-H120CW1　

換気ケーブルの接続

 

 

電源線、アース線の接続

電源線　AC100V
VVFφ1.6mm

ｱｰｽ線
IVφ1.6mm

端子台

電線のストリップ 長さ10mm

コントロール基板

端子台

コントロール基板ｱｰｽ線
IVφ1.6mm

電源線　AC100V
VVFφ1.6mm

電線のストリップ 長さ10mm

 　VF-H75CW1　  　VF-H120CW1　

配線の固定

 

・結線図にしたがって太線部分を正しく結線して
　ください。

電気工事

・風量可変コントローラは、図のように一度ツマミ
　などを取外してから、壁に取付けてください。
　この時、付属の六角レンチで指示部が『常時運転』
　位置になるように取付けてください。

・電源線、アース線、換気ケーブルはケーブルクラ
　ンプにまとめて固定してください。

 



 

小屋裏にダクトを取付ける場合には結露の発生を
防ぐため、断熱材でダクトを覆ってください。

断熱フレキダクトφ１００

ハイグリップNO.7

排気口φ１００

又はダクトテープ（市販品）

■　排気口φ１００の接続口に断熱フレキダクト
    φ１００を差し込み、ハイグリップNO.7又
    は、ダクトテープ（市販品）で確実に取付
    けてください。

②　本体吸込口φ５０の接続口に消音ダクトφ５０
　　を差し込み、ハイグリップNO.3又は、ダクト
　　テープ（市販品）で確実に取付けてください。　　

①　ダクト用ニップルφ５０と消音ダクトφ５０
　　の接続は、ハイグリップNO.3又は、ダクト
　　テープ（市販品）で確実に取付けてください。

非断熱フレキダクトφ５０

本体吸込口φ５０

①
②

ダクト用ニップルφ５０

消音ダクトφ５０

ハイグリップNO.3
又はダクトテープ（市販品）

■　断熱フレキダクトφ５０に本体吸込口φ５０
　　の接続口に差し込みダクトテープで確実に固
　　定してください。　　

消音ダクトを使用した場合

通常の場合

非断熱フレキダクトφ５０

本体吸込口φ５０

断熱フレキダクトφ５０

本体吸込口φ５０

■　非断熱フレキダクトφ５０
　　を本体吸込口φ５０の接続
　　口に差し込みダクトテープ
　　で確実に固定してください。

お願い

排気グリルからの音
が気になる場合は、
消音ダクトφ５０を
本体側に追加してく
ださい。

注 意

 

 

ダクトテープ

ダクトテープ（市販品）

 
 
 
 
 
 



 

ダクト相互の接続

ダクト用ニップルφ５０

ダクトφ５０ ■　ダクト用ニップルφ５０をダクトφ５０に
    差し込み、ハイグリップNO.3又は、ダクト
　　テープ(市販品）で確実に取付けてください。

ハイグリップNO.3

ダクトの分岐接続

■　断熱Ｙ分岐の接続口をダクトφ５０に差し込み、
　　ハイグリップNO.3又は、ダクトテープ(市販品）
　　で確実に取付けてください。

断熱Ｙ分岐φ５０

断熱フレキダクトφ５０

ハイグリップNO.3

ダクトの固定

断熱Ｙ分岐は接続方向がありますので確認して
ください。
（誤った方向で接続すると風量が得られず換気
　不足となります）

室内側

室内側

本体側

（吸込）

（吸込）

300以内300以内

ダクト用ニップルφ５０

最大吊りピッチ1800

木ネジ
梁、根太

ダクト固定バンド２５０
ダクトφ５０、φ１２５

ダクト固定バンド２５０
を延長する場合

■　ダクトの吊りピッチは、１８００ｍｍ以下で梁、
    根太に市販の木ネジでダクト固定バンド２５０で
    固定しダクトを吊ります。

■　ダクト用ニップルφ５０、断熱Ｙ分岐φ５０廻り
    は、３００ｍｍ以内に吊ります。

ダクトは垂れ下がらないように吊ってください。
（風量低下の原因になります）

断熱Ｙ分岐の接続方向

注 意

注 意

 
 
 
 
 



 

１

１００

①　外壁にφ110の穴をあけます。

②　スリーブ固定金具φ100（市販品）を柱に市販の木
　　ネジで固定します。

③　絞り管スリーブ（市販品）を外壁に向かって差し込
　　み固定金具φ100（市販品）とブチルテープ（市販品）
　　で固定します。
　　断熱フレキダクトφ100をハイグリップ NO.５又はダク
　　トテープ（市販品）で確実に固定します。

④　外壁と絞り管スリーブφ100の隙間をコーキング
      剤（市販品）でふさぎます。

⑤　断熱フレキダクトφ100は外壁より３００mm以
    内でダクト固定バンド２５０で外壁に向かって下
    り勾配で吊ります。

⑥　絞り管スリーブφ100に屋外フードφ100を差し
    込み外壁との隙間をコーキング剤（市販品）でふ
    さぎます。

柱

外壁

スリーブ固定金具
φ100

φ110（穴）

断熱フレキダクト
φ100

ハイグリップNO.5

絞り管スリーブ
φ100 外壁

通気層

防風シート

気密シート

断熱材

③

絞り管スリーブ
φ100

外壁

コーキング剤

300ｍｍ以内

ダクト固定バンド２５０

断熱フレキダクト
φ100

④ ⑤

外壁

コーキング剤

屋外フードφ100

⑥

気密シート（市販品）と固定金具φ100（市販品）を
ブチルテープ（市販品）で気密処理してください。

■　排気グリルφ50（市販品）の取付けは、その
    排気グリルの施工説明書の指示に従ってくだ
　　さい。

①

②

天井・壁用（排気グリル）天井仕上材 天井・壁用（排気グリル）

内装仕上材

スリーブ固定金具
φ100

ブチルテープ（市販品）

70.6mm

外壁石膏ボード

給気口

ソフトパッキン
[貼付け]

内装仕上材
■　自然給気口（市販品）の取付けは、その自然
    給気口の施工説明書の指示に従ってください。

 
 



 

■取付工事が終わりましたら、結線が間違っていないか
   確認して、正常な運転ができるか確認してください。
　また、下記の項目について確認してください。

○本体が確実に取付けられ振動・異常音がないか確認し
　てください。

○排気グリルから空気が吸込まれているか確認してくだ
　さい。

メンテナンススイッチ

コントロールボックス

●＝『入』

無表示＝『切』

VF-H75CW1

VF-H120CW1

コントロールボックス

メンテナンススイッチ

風量可変コントローラ

コントロール
ボックス

メンテナンス
スイッチ

〒103-8052　東京都中央区日本橋箱崎町6-6

TEL03-3669-8112（代)    FAX03-3669-8135

 
 


